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総力戦で取り組むインフラマネジメント

•事業者間連携
(土木以外の異業種連携を含む）

• 人材育成
• 研究

産官

群マネの対象

都道府県外の大学、
土木学会等

学

民

•国民参加、パートナーシップ

広域の道路・鉄道NWの
つながりなども考慮

都道府県、
技術センター
等との連携

自治体

A市 B町

C村

事業者

建設会社 ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ ﾒｰｶｰ
等

地域の
大学・高専等

•技術的体制、
人材育成

新たな
事業者の参入

群マネ 全体イメージ（案）

•自治体間連携
（広域連携）

担い手
（技術者）

インフラ群（複数・多分野）

地域住民

利用

所有・管理運営

連携
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群マネ計画検討会・実施検討会 検討の方針（案）

群マネ計画検討会

群マネ実施検討会

市町村のインフラメンテナンスの課題解決に向けた広域連携・分野連携について定める計画づくりを
行っていく上で、策定主体において検討が必要な事項を整理するとともに、契約や責任分担など制
度等における課題の解決に向けた議論を行う

群マネの考え方に基づき、既存の入札契約方式に拘らず最適な方式により業務・工事発注を行って
いく上で、実施主体において検討が必要な事項を整理するとともに、契約や責任分担など制度等に
おける課題の解決に向けた議論を行う

【群マネとは】（R4.12 社整審・交政審技術部会 提言より）
持続可能なインフラメンテナンスの実現に向けて、各地域の将来像に基づき、広域・複数・多分野のインフラを「群」として捉え、
総合的かつ多角的な視点から戦略的に地域のインフラをマネジメントする。
地方公共団体や事業者がそれぞれ機能的、空間的及び時間的なマネジメントの統合を図る。

地域のインフラを群として捉え、メンテナンスも含め地域のインフラのあるべき姿を定めるとともに、それらに基
づき、効率的・効果的にマネジメントを行うことで、持続可能なインフラメンテナンスの実現を目指す

【中長期】

計画づくりの視点からアプローチ

業務・工事の実施の視点からアプローチ

群マネの目標

【当面】
市町村のインフラメンテナンスの課題解決に向けた広域連携・分野連携を計画として定めるとともに、それら
を踏まえ、既存の入札契約方式に拘らず最適な方式により業務・工事を実施し、効率的なインフラメンテ
ナンスを実現する
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群マネ計画検討会・実施検討会 議論の当面の進め方（案）

【中長期】将来的なメンテナンスの業務・工事実施の方針を検討

【中長期】地域のインフラのあるべき姿を検討（計画づくり）

群マネ計画検討会

群マネ実施検討会

④群マネ業務・工事実施のために検討が必要な事項

◆

制
度
等
に
お
け
る
課
題
解
決
の
方
策
の
取
り
ま
と
め

◆

群
マ
ネ
検
討
の
手
引
き
（
仮
）
等
と
し
て
取
り
ま
と
め

業務・工事実施の視点からアプローチ

計画づくりの視点からアプローチ

①新設～更新までの群マネ計画づくりのために検討が必要な事項

モデル
地域 【当面】支援期間内に行う、既存の入札契約方式に拘らず

最適な方式による業務・工事発注を検討

③制度等における課題の解決に向けた議論(共通) 

モデル地域の支援期間内の
業務・工事発注を目指す

※包括委託の手引きの
 リバイスも検討

検討会の議論を
踏まえた助言

検討会の議論を
踏まえた助言

ケーススタディを
議論にフィードバック

ケーススタディを
議論にフィードバック

検討会の議論を
踏まえた助言

検討会の議論を
踏まえた助言

ケーススタディを
議論にフィードバック

ケーススタディを
議論にフィードバック

⑤実施方針への助言

業務・工事実施の
視点を反映

地域・インフラの
あるべき姿の
視点を反映

モデル
地域

【当面】広域連携・分野連携について検討 ②計画策定方針への助言 モデル地域の支援期間内の
計画策定を目指す
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群マネ計画検討会・実施検討会 議論の内容（案）

群
マ
ネ
計
画
検
討
会

①新設～更新までの群マネ計画づくりのために検討が必要な事項

以下などのテーマを深掘りして整理し、地域が群マネの計画づくりを行っていく
上で、検討が必要な事項について議論

⚫ 施設管理者間の連携手法（広域連携）

⚫ 施設管理者の責任の所在

⚫ 事業者間連携（土木以外の異業種との連携を含む）

⚫ 分野横断的な連携の手法

⚫ インフラの所有と管理運営の分離における課題

⚫ 不足する担い手（技術者）の活用

⚫ 新設～更新、集約・再編のインフラマネジメントの考え方（長期） 等

②（モデル地域）計画策定方針への助言

モデル地域において、支援期間中の広域連携・分野連携のあり方の検討へ
の助言

⚫ 施設管理者間の連携（広域連携）の方針

⚫ 施設管理者間の責任の整理

⚫ 分野横断的な連携方針 等

共
通

③制度等における課題の解決に向けた議論(共通) 

⚫ 制度等における中長期的な課題（契約や責任分担など）と対応する解
決方策

⚫ それらを踏まえた制度等の見直しに向けた方策の取りまとめ
等

群
マ
ネ
実
施
検
討
会

④群マネ業務・工事実施のために検討が必要な事項

以下などのテーマを深掘りして整理し、地域が群マネの業務・工事を行っていく
上で、検討が必要な事項について議論

⚫ 広域連携・分野横断による業務・工事実施の手法

⚫ 事業者側（JV,事業協同組合等）の組成のパターン化

⚫ 受発注者間の責任分担 等

⑤（モデル地域）実施方針への助言

モデル地域において、支援期間中の業務・工事発注の検討への助言

⚫ 施設管理者間の連携（広域連携）、責任の所在

⚫ メンテナンス業務・工事の実施方針

⚫ 業務の束ね方と効果の試算

⚫ 具体的な業務・工事の発注内容の確定（分野、業務、規模、エリア、期
間、手法、体制等）

⚫ 発注単位の受発注者間の責任分担（契約等） 等
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群マネ計画検討会・実施検討会 当面のスケジュール（案）

R5年度 R6年度

R7年度以降

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

群
マ
ネ
計
画
検
討
会

群
マ
ネ
実
施
検
討
会

3/7 第3回計画検討会
（本日）

⚫ 施設管理者間連携手法（広域連携）、施設管理者間の責任の所在
⚫ 分野横断的な連携の手法
⚫ インフラの所有と管理運営の分離における課題
⚫ 新設～更新、集約・再編のインフラマネジメントの考え方
⚫ 不足する担い手（技術者）の活用
⚫ 群マネモデル地域の支援期間中の広域連携・分野連携のあり方の検討への助言 等

⚫ 広域連携・分野横断の業務・工事実施の留意点
⚫ 事業者側（JV,事業協同組合等）の組成のパターン化
⚫ 受発注者間の責任分担
⚫ 群マネモデル地域の支援期間中の業務・工事発注の検討への助言 等

検討会
適宜、検討会を開催

適宜、検討会を開催検討会

4月～ 第3回実施検討会(P)

•事業者ヒアリング 等

4月～
現地視察会

共通の検討事項は双方で議論（同時開催の可能性もあり） •課題の解決に向けた議論 等
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